
Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

　　　群細な地震被害予測に求 め られる地盤メ ッ シ ュ の 大き さの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　予備的検甜

Exatmt 重on 　on 　Grid　Size　ofGround 　InfotMat耄on ｛f（｝r’Evaluating　Detailed　Seislnic　Loss

　 　 　 　 　 　 …　　　 　　 　　 2

　　　　　　　， 翠川三 郎○佐｛白琢磨

　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 2
Takuma　SAEKI　 and 　Sabu蟄oh　M 亙00RIKAWA

1
株 式会被イン タ

ー
リス ク総研

　 interRlsk　R。sefCh 　lnstitnte＆ CO臚 ultin＆ 蹠
2
東京 工 業 大学 大 学 院総 合 理 工 学競 究 科 人間環 境 シ ス テム 專攻

　 ］nterdisetplinary 　Graduale　School　ofScience ＆ Eng星neerin ＆ 1’01（yo   stitute　ofTechno ユogy

　   匡his　 study ，　suitable 　grid　s量ze　of 攣ound 　in藪》  a【ion　fer　evalua 重隻ng 　detai至¢ d　 se孟smic 　loss　we7e 　discussed　by
consjdering 　tWe 　appceaches ．　 Fi獻 iSぐonsidering 漁 o　resu 紅ofq 耡antitatiye 　da鵬 age 　est｛ma 婁IQ僞 wh 鋤 di鰍 egt　grld
sizes 　ofground 量nfOtma 重ioo　were 姨sed ，　seoond 　is　c   nsidering 　the　resultofhearitt9 璽o　t｝｝e　citizeos．　Fro  耄hc　resuk 　of

the 甑 t訊P戸r◎邑ch，　very 　few　differen¢ e　was 　observed 　be鵬 en　50m 　and 　250匙n 麟δ in　c隷se　oF 　estimatio 簸 Qf 　a　wk 。1¢
of　wardi，　on 　Ihe　 other 漁 nd 　 es 重imated　peak　ground　vel   ity　of 　each 　grid　has　abo 蹴 thfee 　times ｛玉ifferettee　in
rnaxinlum ．　FrOtn　the　reS瞬h σf　t版e　sc◎ond　aPPToach，睡〕（mst　of　cltizens　answered 　tbat　50且簸 gr量〔蕋size 童s　enough 　jn　case

ofeva 菱uating 【…eta 茎led　seis τ轟io　loss，

龍 y 鞠 ガ古 厂 Seis〃 言6 加 ss　Estimation．6rid　size，　Ground ’  肋 侭’吻 ，抛 励 9　te　tke ぐ惚 鰯

1 ．は じめ に

　市 民の 地震 防 災 意 識 を 高め、防災 行 動 を起 こす た め に

は，まず自分 の 家が 地 震 の 際 に どの ぐらい の 被 害 を受 け

る の か を知 っ て も ら う必 要 が ある e こ れ を示 す 欝約で 作

成される地震 リス クマ ッ プにつ い て は、儺 々 の 建物の 被

簪 の 箏測 を精 度 良 く行 うこ とが 求め られて い る。そ の 際

の 地盤メ ッ シ ュ の 大 きさ は，細か い ほ ど精度 が高い と考

え られ るが 、そ の 作 成の ため に 多大な 労力や コ ス トを必

要 とする。その た め、糊測 の建 物の被 害 を予測 で き る と

い う 廢的 を達 しつ つ、現筴 的に 作成可能 な メ ッ シ ュ の 大

きさ と して 、どの 程度の 精度が 求め られ るかを検討す る

必 要が ある◇
　本 報 告 で は、麌報

］n｝の 中か ら、特 1こ、異な る メ ッ シ ュ

の 大きさ の 地 盤情報を閑 い た腸合の 破憲予灘の 結果、お

よび市民 に対 す る ピア 弓ングの 結 果 の 2つ の面 に注 囲 し．
群 纏 な 地 震被 彎 予 測 に 求 め られ る 地盤 メ ッ シ ュ の 大 き さ

につ い て 畢備的な検封を行 う。

2 ．異なるメ ッ シ ュ の 大きさ の 震度分布函の伶成
　横浜市が 整旛 した50m メ ッ シ ュ の 地盤ヂ

ー
タに基づき、

「横 浜 市 窿 下 型 地 震 ｛M7 ．0）」
3｝
を震 源 と して 想 定 した 場

合 につ い て 、25mL　 5◎m 、100m、250m の 4 種類の震度分

布 靉 に 寅際 の 建物 の外 形 とと も に 表 した もの を、鴎 1 の

ように作 成 した e 以
「
下に、そ の 作成 手順 を述べ る。

　 まず 最 窃に、地盤デ
ー
タabSsCrr1メ ッ シ ュ で ある場合に

つ い て、職 ・翠川
4〕
の 距 離滅嚢武 と松 鰯 ・翠 用

珊
の 増幡

獲 を使っ て 地表最 大速度を 計算 した 。

　次 に 地盤デ
ー

タが2SOm メ ッ シ ュ で ある場合の 結 果 と

して 、50m メ ッ シ ュ で 讃 算 した場合 の 結果vesxS　 ・25メ

ッ シ n ごとに まとめ、そ の 中央値を 250m メ ッ シュ に お

ける値 と した もの を作成 した e こ こ まで は 地表最大 速 度

で 計 算 さ れ て い る が、これ らを 計測 震度 に 変換 する際 に

は、童 ほかη
の 式を用い た。

　25m お よび100rEl）tッ シ ュ の 震度 分 布圏 に つ い て は、今

回は 毒醤…に メ ッ シ n の 大きさ をイ メ
ージ と して 摺握 して

も ら う黶 的として い る の で 、50m お よび250m メ ッ シ rm

の 震 度 分布図か ら適苴 推定 して作成 した。

3 ．被霽予測結累からの ア プ ロ ーチ

　 こ こ で は 、異 な る メ ッ シ ュ の 火き さの 地盤賭報 を用 い

た場 舎の 被 書 予測 と して、50m メ ッ シ ュ お よび 250m メ

ッ シ ュ を用 い た場 合 の 地表巖 大 速度 、建 物被 書棟 数 を用

い て ．姻 々 の 地点ご との 評価お よ び 集計 単位 （区や 地区 、
町丁 目 単位 ） ご との 評 緬 紅お い て、そ れ ぞれ の メ ッ シ ュ

の 大きさが 被害予測に邁するか を考察 する。計算 は，横

浜市の あ る 区を対象に 行 っ た。
｛11飼 々 の 地点ごとの 評価

　図 1 の （b）の 50m メ ッ シ ュ と（d＞の 2鉛 m メ ッ シ ュ の 農

度分布図 を壌較して み る と、同
一

地点 〈例えば図申の ★

印の 地点〉で も、揺れ の 大き さが 異 な っ て 騨価 さ れ て い

る 場含が ある こ とが わ か る n こ の こ とを さ らに詳 し く見

る た め、匿内 の すべ て の メ ッ シ ュ に つ い て 、縦軸に 50

m メ ッ シ p．．横軸 に 259m メ ッ シ ュ で の 地 褒最大速度の

評髑繕果 を プ ロ ッ トし、爾者の 比較を行っ たもの が 谿 2

で あ る。瞬者はおお む ね 比例 するが、例えば飄 中の破線

で 囲 っ た部分の よ うに、250m メ ッ シ ュ で 評価 した 場 合

に は 20寂ine強 と評価 されて い た もの が、50m メ ッ シ ュ で

評 緬 す る と 55kine程撲 と評価 され る例も見受けられ た．
　 図 3 で は 、259m メ ッ シュ で の 地表最大速慶 に 対す る

50m メ ッ シュ で の 地 表最 大速 度 の霧捨 を算畠 した。50m

メ ッ シ tU で の 評緬の ほ うが実 際 の 地 衷 最 大速 度 を よ り蕉

確 に N 測する こ とが で きる と考えれ ば、こ の 割合が大き

い メ ッ シ ュ で は．25斂n メ ッ シ ュ で は 実 際 の 地 表 最 大速

度 を 過小 評価 する恐 れ がある とい え る 。
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（a ）25m メ ッ シュ （C ）IOOm メ ッ シ ュ

（b ）50m メ ッ シ ュ ．　　　　　　　　　　　　　　　　　 （d ）250m メ ッ シ ュ

　　 図 1　 メ ッ シ ュ の大きさによる揺れの大きさ （震度分布麪）の 違 い
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図 2　 50m メ ッ シ ュ と25em メ ッ シ ュ で の 地 表最 大速 度の

　　　　　　　　　評価結果の 比較　　　
’

（2）集計 単 位 ご との 評 価

　集計 単位が異なる場合、被害程度ご との 棟数が どの よ

うに予測 され る か を、50m メ ノ ノ ユ お よび 250m メ ッ シ

ュ の 地盤龜報から算墨され る地表最 大速度を もと に、宮

腰ほ か
S，に よる 被害 率 睡 線 を用 い て 、　f大破 」 、　 「中

破」 ．　 「小破あ る い は無 被害j とな る 可 能性 を評緬 した。
集 計 単位 と して は．区 全体 （颪積 ：32．39kmZ）、防災拠

点 が 同 じで ある 地 区 単位 （い くつ か の 町 r目が ま と ま っ

た 単位 で あ り．区 内 に 3監地 区 が ある 。 面積 は 平均

韮．10kn？、最 大 7．6Skm2、最 小 0．16km2＞、町 丁 目 単 ｛立

く匿 内に 130町丁 9 がある。面積は・平均 e．
’
26km2、最大

3．26km2．最 小 O．02km2） を採矯 した。結 果 を表 玉に示 す。
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　 園 3　 250m メ ッ シ ュ での 触 表最大速度に対する

50m メ ッシュ での 地 表最 大速 度の割合の ヒス トグラ ム

　表 1 にお い て、ま ず区全体で の 被害予 測 結R を 見 る と、

大破で は．50m メ ッ シュ で予 測した場合 6
，
i46 棟と評価

され て い る も の が、250m メ ッ シ ュ で は 5，733棟 と予測 さ

れ る な ど の 違 い は見 られ る もの の ．中破や 小磯 ・無被害

の 予測棟数が ほ と ん ど変わ らな い 。こ れ は、飼 々 の 建物

で は、被害が過 大評価される場
A も過小評価され る 場合

もあるが ．それらが 広い 地域で 集計 され る と絹 殺 され る

た め と考 え られる e こ の こ とか ら区全体と い っ た 広い 地

域で 被害の 全体像を見 る場 合には、メ ッ シ ュ の 大きさに

よる違 い は，例 え ば防災対策を 検弩す る 場 合な ど に も、

あま り大きな 影響 を与え ない と思 われ る。
　次に 地 域 防災拠点が 岡 じ地区単位で 肢密予 測結果 を見
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た場含、大 破の 予 測で は、50m メ ッ シュ の 場含 416 棟に

蚶 し．250m メ ッ シ ュ で は 324 棟 と予 測される が、中破

や 小 破 ・無 破害 の予 測 棟数が ほ とん ど変わらず、区全体

の 場合 と岡 じ く．メ ッ シ su の 大 き さに よ る 違い は、あ ま

りな い と いえ る。
　最 後に 町丁目単位で 被 害予測 結果 を見 る と．250m メ

ッ シ ュ で 予 測 した場合に は大破が 】7棟で あ るの に 対 し、
50m メ ッ シ tt の 場 合 には66棟 と多 くの 大 破 被害 が予 測さ

れて い る。

表 1 集計単位に跡 じた被害程度 ごとの 棟数

〈 医全体〉

50m メ ッ シ ュ で 予測 した場合

大破　　　　　　　　　　　　 ：　 6」46棟

中破 　　　　　　　　　　　　：　 5，782棟
4、破 ．無垂皮害　　　　　　　　　　　　　　：　　33．444 楝

250m メ ッ シュ で 畢 測した場合

大破　　　　　　　　　　　　 ：　 5，733棟

中破　　　　　　　　　　　　：　 5，943棟
小破 ・無 被害 　　　　　　　　　：　 33，696棟

〈K 地 区 （K 町 i〜5丁 目） 〉

50m メ ッ シ ュ で 予 灑した場合

大破　　　　　　　　　　　 ；　　 416 棟

中破　　　　　 　　　　　 ：　　 2藍蓋棟

小破
・
無被害　　　　　　　　：　 1，774棟

250m メッ シュ で予 測 した 場合

大破 　　　　　　　　　　　：　　 324煉

中破　　　　　　　　　　　 ：　　 2訌4榛
ノ1、破 ，無被霍｝　　　　　　　　　　　　　　　：　　　】

7863 棟

〈 K 町 韮丁 目〉

50m メ ッ シ ュ で 予測 した 場合　　・

大破　　　　　　　　　　　：　　 66棟
中破　　　　　　　　　　　：　　 44棟
小 破 ・無被 害 ．　 　 　 　 　 　 ：　 　 344棟

250m メ ッ シ ュ で 予測した場合

大破　　　　　　　　　　　：　　 ロ 棟

中破　　　　　　　　　　　：　　 45棟
小破 ・無披害　　　　　　　　 ：　　 392棟

　以 上 の こ と を さ らに 詳 しく見る ため に 、区 内すべ て を

対 象 に，図 4 に地 域 防災拠点 が 匳 じ地 匿 ごと、図 5 に町

丁 目 ごとにつ い て．縦軸に 50m メ ッ シュ 、 横軸に 250m

メ ッ シ ュ で 予 測 した場合の 大破棟数をフ ロ ッ トしたv 図

4 の 地域防災拠点が 隅 じ地区ごとの 場合は、250m メ ッ

シ ュ で も 5Dm メ ッ シュ で も、ほ ぼ岡 じ棟数が 予測 され る。
しか し、図 5の 町丁 隣 ごとの場 合 には、特 に図 中の 破線

で 囲っ た 部分の よ う に、250m メ ッ シュ で 予 測 した 大破

棟数に比べ ．50m メ ッ シュ で予 測 した 大破棟数がかな り

大き い。喬い 換 える と、250m メ ッ シ ュ とい っ た 粗 い 地

盤デ
ー

タで 予測 した 場合．よ り詳 細な 地盤デ
ー

タで あ り

実 際 の 地 盤 情報 に よ り近い と考 え られ る 50m メヅ シ ュ を

用 い た場合に 比ぺ ．大破棟数を過小評衝する恐れが ある 。

町丁目ご と とい っ た細 か い 単位で の 防 災 対策 や桟 民 に 向
1

けて の 情報握供を行う場合．特 に 被害予 測の 過小 評価は

柱 民 の 防災 意識 や防 災行 動 に影 響 を 与えて しま うこ とが

考 え れ られ る の で t な る べ く詳細な搬害予灘 を行 うよ う

注意が必 要で あ る。

　以 上 の よ うに 、区全体や 地域防災拠点が 同 じ地 区単紋　
’

と い っ た 広 い 地 域 の 被害棟数を求め る と きは、250m メ

ッ シュ で も 50m メ ッ シュ で も大差はな い が 、 例えば町丁

目 と い っ た 小 さ な 単紘や 建物ご との 被害評価をする とき

は．少な く とも 50m メ ッ シュ が必要で あり、そ うで な

い と地表 最 大速度 で 3 焙程 度 の 過 大 ・過 小評 価が 生 じる

こ と
1｝や、破謇予測棟数を過大

・
過小評価する こ とが あ

る。
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50　　　　 100 　　　　 t33　　　　 209　　　　 2黥0　　　　 3co　　　　 3菊
　 　 　 2Sda メッシュに よ る大確予灘嫁效 1町丁巨ごとき

50m メ ッ シュ お よ び250m メ ッ シ ュ ICよる

　大破予灘榛数 （町丁 §ご と》

4 、市民 ヒア リング結果からの アプロ
ーチ

　20G8年 畫月か ら 2月にか けて，一般市民を竝象と して、
男性 9 名、女性 5 名の 計 14名に、防災意識や地震 リ ス

クマ ッ プにつ い て の個 別面談 方式に よ る ヒア リン グ調査

を行 っ た
2｝

。 男性は町内会 長な どの 役職 につ い て い る 方

が 多 く、年 齢は 60代から 80代で ある。女徃は 地区セ ン

タ
ー
等に 勤務して お り、4Q代お よび 5e代で あっ た。

　 こ の 中で．一
般市民が適切と考え る メ ッ シ ュ の 大 きさ

につ いて 、図 1で 示 した メ ッ シ ュ の 大 き さが 25m 、50m 、
loem、25  m の 4 種類の 震度分擶図を 南民 に舛して 示 し、
建 物 の 大 き さや 地 形 の変化な どか ら判断して、どの ぐ ら

い の メ ッ シ ュ の 大き さが適当で あ る か を聞 い た e

　な お，この 質問 に あた っ て は、メ ッ シ ュ デ
ー

タ整備の

た めの 費用 や 労力 の 面 を無視 すれ ば．無 条件 に絏 か い メ

ッ シ ュ を選択す る こ とが 考え られ たため、 「メ ッ シ ュ の

大 き さは細 か い ほ ど、建 物 1棟 ご との 破害 の評 緬が しや

すくなりますが．その 分費罵や 労力が かか ります 。 あな

た は どの ぐらい の メ ッ シュ の 大き さが 適当だ と思 い ます

か ？ （どの ぐ らい の 粗さま で 許容で き ます か ？》 」 とい

う 説明を行っ て か ら、隅答 して い ただ い た．
　そ の 結果、図 6 に 示すよ う に、揺れ の 大 き さを示 す際
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の メ ッ シ ュ の 大きさにつ い て、彎 答者 t4盛の うち 6 件

が 「5Gm 」 、3儲が IIOgml で よ い との 讎 答で あ っ た。
こ の 程 度の メ ッ シュ の大 き さで よ い とする 理 由 と して は、
fこ の ぐ らい の 精度 が あれ ば だ い た い 報断が っ く」 、
fあ ま り細 か すぎて も澑用 しきれ な い 」 、 「メ ッ シ za を

総 か くす る の にお 金 （税 金 ） を か け るよ り、他 の 防 災

対策に お金 をか け て ほ し い 亅 な どの 意見が あ っ た、
　
一一
方、 「25mj 以下 を鑾む 闘答が 4 件，お よ び 「見 峩

が つ かな い 」が 茎 件見 られ たが、　貌5m 亅 以下を盞む 場

舎は、 「建物 1 棟 ユ棟を評樋す る に は、こ れ ぐらい の 綱

か さが 必 蜘 、 「どの く らい 費用が かか るか に も よ るが、
回 答者の ｛主所 付 近 はが け 地が 入 り組 み地 形 が複雑な の で、

で きれ ば こ の く らい の 継 か さが 嶽 しい 」 とい っ た 潮答が

あ っ た。
　
一

般市畏 14 犠を対象 と した こ の ヒア リン グ調査で は、

防災意識や 地製耄リス クマ ッ プに 関 して、他の 質問 も行 っ

て い る。以事 に、適切な メヅ シ n の大きさに つ い て 「冤

当がっ かな い 」 と隱答 した 1 鬚を除き、　 「50m や IeOm

で よい 」 とす る 9 名 と ゼ25m 以 下 」 を望 む 4 名と の 間 で．
適切と考える メ ッ シ ュ の 大きさ と他 の 質鋳項昆の 飃答や

属 性 と の 潤 係 に違 い が 見 られる か にっ い て 考 察 した。し

か し、趨切と考える メ ッ シ ュ の 大きさ と他 の 質間項 目の

醤答や 属性と の 闘係 には．明確 な 違 い は見 られ な か っ た。
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